


■期待される研究成果 

ID に取り入れると参考になると思われるゲーム設計の手法，逆にゲームに取り入れることによって更に，学

習効果が上がると思われる IDの手法などを調査分析し，子どもたちの学習に効果的に働く，学習教材として

のシリアスゲームの有効性を研究する。  
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